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昭
和
二
十
八
年
度
修
士
論
文
要
約

　
　
水
害
の
稲
作
に
及
す
影
響
と
そ
の
対
策
に
就
て

　
　
　
　
　
　
特
に
ー
二
十
六
年
七
月
の
南
桑
水
害
を
契
機
と
し
て
ー

　
昨
今
相
次
い
で
水
害
の
惨
禍
が
報
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
は
災
害
国
と

言
わ
れ
、
近
来
そ
の
被
害
は
激
甚
で
、
損
害
は
巨
顧
に
達
す
る
が
、
水
害

の
原
因
を
分
析
す
る
時
は
、
決
し
て
天
災
と
は
断
言
し
得
ず
、
農
業
に
関

し
て
は
、
そ
の
経
営
や
治
山
治
水
対
策
等
に
於
け
る
、
幾
多
の
欠
陥
に
基

く
事
を
知
る
の
で
あ
り
、
各
種
の
施
策
に
よ
り
災
害
を
軽
減
防
止
し
得
ろ

も
の
な
れ
ぱ
、
此
処
に
於
て
経
済
間
題
は
軽
視
し
得
ざ
る
重
要
性
を
も
っ

に
至
る
の
で
お
る
。

　
戦
後
の
日
本
農
業
の
再
検
討
と
、
農
業
経
営
の
合
理
化
に
よ
る
農
家
経

済
の
向
上
、
気
象
研
究
機
関
等
へ
の
経
済
的
援
助
、
病
虫
害
防
除
補
助
金

の
増
額
、
農
業
課
税
並
び
に
供
出
制
度
の
適
正
化
、
治
山
治
水
事
業
等
に

対
す
る
公
共
峯
業
費
の
増
額
－
灌
概
排
水
事
業
へ
の
積
極
的
投
資
と
全

面
的
な
河
川
改
良
及
び
、
治
山
事
業
、
徹
底
の
為
の
予
算
の
増
加
。
治
水

利
水
の
調
整
。
災
害
復
－
口
予
算
及
び
補
切
金
の
増
顧
と
急
速
た
交
付
、
多

顧
の
低
利
資
金
の
確
保
、
繋
ぎ
費
金
の
容
易
な
融
通
等
々
は
、
最
も
重
要

な
る
経
済
対
策
で
あ
る
。

　
之
を
要
す
る
に
、
農
家
経
済
の
向
上
と
、
財
政
・
資
金
の
確
保
こ
そ
は

先
決
間
題
で
あ
り
、
農
民
や
賓
弱
な
財
政
を
も
つ
、
地
方
Ｎ
体
の
、
応
急

恒
久
両
対
策
に
関
し
一
、
、
、
旧
庫
補
助
金
や
低
利
資
金
の
多
額
、
且
つ
迅
速

な
交
付
・
貸
付
が
切
果
さ
れ
る
の
で
あ
る
、

　
政
府
も
旧
民
一
般
も
す
べ
、
、
、
が
、
深
い
蝿
解
と
惚
識
を
有
し
、
そ
の
対

策
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
、
、

　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
五
三
年
七
月
二
十
五
日
、
山
口
　
昇
）

　
　
我
国
職
業
安
定
政
策
の
研
究

　
戦
後
資
本
主
義
各
国
の
経
済
政
策
の
最
高
目
標
は
「
完
全
雇
傭
」
の
実

現
で
あ
る
と
思
う
。
此
の
目
的
達
成
の
為
、
彼
の
ケ
イ
ソ
ズ
の
完
全
雇
傭

理
論
が
基
礎
付
け
と
な
っ
て
い
る
事
は
疑
い
得
な
い
事
実
で
あ
る
。
然
し

乍
ら
我
国
に
於
て
其
の
理
論
が
そ
の
儀
適
合
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
所
謂

「
完
全
雇
傭
」
理
論
に
依
れ
ば
公
共
投
資
即
ち
失
業
救
済
の
整
備
や
公
共

事
業
の
拡
充
や
社
会
保
障
制
度
の
実
施
等
に
依
っ
て
有
効
需
要
を
云
わ
ぱ

外
か
ら
大
最
補
給
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
斯
か
る
大
量
公
共
投
資
を
為

し
得
る
国
は
先
進
の
植
民
地
帝
国
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。
後
進
の
而
も
敗

戦
の
我
国
に
於
て
ユ
老
大
な
流
通
資
本
が
外
部
か
ら
補
給
せ
ら
れ
な
い
限

り
到
底
斯
う
し
た
高
膚
圏
的
雇
傭
政
策
の
匿
開
に
は
限
界
が
あ
ろ
う
。

　
我
旧
職
業
安
定
行
政
に
於
て
は
「
一
般
失
業
者
」
「
学
校
新
規
卒
業
者
」
．

及
「
身
体
障
害
煮
」
の
雇
傭
問
題
、
失
業
対
策
事
業
や
失
業
保
険
に
関
す

る
諸
問
題
に
日
々
対
処
し
て
い
る
の
で
お
る
が
、
政
策
上
未
だ
し
の
感
が

あ
り
、
将
来
に
待
つ
べ
き
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

　
私
は
将
来
の
政
策
と
し
一
－
、
次
の
如
く
考
え
て
い
る
。
戦
後
の
日
本
に
残

さ
れ
た
唯
一
の
豊
富
な
資
漁
は
人
的
資
－
源
で
あ
り
現
在
の
国
際
杜
会
が
我

同
に
期
待
す
る
所
も
豊
當
な
労
働
力
と
進
歩
的
な
生
産
力
と
で
あ
る
。
之

が
為
、
職
業
安
定
政
－
策
と
Ｌ
て
ユ
産
業
経
済
の
要
請
に
応
ず
ろ
職
務
配
置

を
期
し
て
努
力
を
傾
注
す
べ
ぎ
で
お
る
。
即
ち
、
職
業
安
定
所
に
申
込
む

求
職
者
の
大
部
分
が
無
抜
能
で
あ
る
反
面
、
求
人
寿
の
大
部
分
が
有
抜
能

者
の
雇
傭
を
衷
望
し
て
い
る
事
実
（
需
給
の
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
）
に
留
煎
し

公
共
職
業
補
導
施
設
を
整
術
拡
充
し
真
に
産
業
界
に
役
立
つ
労
働
者
を
育

成
す
る
事
こ
そ
急
務
だ
と
痛
感
す
る
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
多
守
）


